
.I.j;試 i，~m BulL Gov. F()r. Exp. Sta. I¥o. 291 , 1977 105~- 1l 5 

日本産主要樹韓の性賞

(七月:究資料)

の引抜き (2 ) 
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りli)川 ji KO "， IS Il I り Stècclic ，; on Nail �'Vithdrawal ResistancC' 

of the lrnport立nt J日paneasc、 Wood (2) 

。o the h社rdwood

(I<csearじh flote) 

主主 旨:不店主制併のこ附する úl !: ずこの-:6'1'; としてま了の引{友告収 r/èlC -ついて試験したが

きにす与した~[也九卜l材に次い乙 ミズブラ，ブナ p ヤチダモ， マカンパ，ケヤキ，アカガシのJ1;~~ 制

材についての結果を '~:]i ~_i，~- --_9- る。釘のれ込町は阪 tllJií， まさ日而， 木 1111っの 3jm りとし， 試験方法は

JlS Z 21211三 t ノ FI:抑したの 引寺担 ω出所 jr}ljO) 1七日誌ではアカガジが肢を))riJ く p マカンノマ，ケヤ

キが弘 [1手江で， ミスナラ， プナ，ヤチタモが供試樹却の I!Iではほかった。釘の打込み長さを 20mm

(l_:_ 1 30 mlll ~，と分けた JJ;i{? ， f_-� t{<cl之町り 'J lîIx:さほ抗舶は 3 ミズナラのまさ [1 アカ Hシの木 111fl;を

除いて i土子 ω立は切らかでなかった。次に f 込み 1('1を区別した場会3 会|葉樹のときとは反対にまさ[1 

[lnûコ iló が， fl; nWïiより大であ勺そして木円前のが】 1;1板門，まさ同1Jiilと比べてその約6()~íO%

の仰を司、し f 。との 11〆-fz.{iú\:-r 11[-(主樹のiおイ?の比率航lと lkべやや大きかったのまた I;:J一樹稿 rll における

パ 11長き 11\/;'しに午|ずる気持」作段取との関係?'~険，，/しーが，干の村 J間関係i土ゴf; iフ日くなかった n

L 試験方法

1)供試材

{良一"式村は大然乾燥 I~ た七のであるが， とれを寸~hìL ， たで (50 mm) >くよこ (50 mm) XJミさ (120

mm) に太lR L，に約6 か)j iiU Mじ刊したもので， その気1号待，~Iti_-_(1ì ， 合水不などはず正lbJe 1 

である。

2) 室?の引抜き抵抗試験要領

.:A験史 (i[jは木村のり(引く台抵抗JJ氏以よ(JIS Z 2121 (1959)) IC 手数!しした。 なお釘をJj jさむとき， とく

に山はは釘がrlIJがど)恐れがある ζ とと， MACK , J. J による釘の直後のおよそ 70~.80あの在日)T備火をあ

げてわ込/vfごときの IJえさ:fl'd!しが故以となるとの報告結果II モゴラ店、して， ]lS に誌づく吉川つ長さ 45mm

01室rCJ) í化 2司 4 1. mm であるので，1. 8mm 1モの子j;ilïfL i:，釘のl' Jjムみさが 30mm のときは 25 m 11'1 , 

20 m Il1のときは 16 mm の深さに|リルでイしおけした。また，釘の引出!'r低抗が釘の打iるみ長さと l七伊1]関

係あるかどうか，らに収 I-! 1(:1 に主jJ J ちする場fu 打込み r(liすなわち/人災，本支によと) 1~~: ~~.があるかに
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Table 1. 供試材の気乾ね1貴重および合7J<不

Specific gra vity in aiトdried and moisture contents of wood specim巴n日
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ついても検討し t:: っ

3) ヲ|張り試験機

釘を引き絞くにと当っては，オ Jレゼンの 500 kg の強度試験機J会用いた。

2. 実験結果およ

1) 日|抜き抵抗

世.f:Ri:， fi'宅地日 IJ 単位長当 IJ の釘の 1] I j友き低抗 (Pj乃 kg!cm は Tahle 2 の 1m りであった。すなわち制移

自Ij ~乙比較したj訪イTp アカガシがj最もヅ\で j欠!とマカンノ勺ケヤキの 11民でノにきく 3 ミズナラ p ブナ p ヤチダモ

はほぼ[円l じ殺な値であったのミズナラは Jtr地別の之さは余りなかったがョブずにおいては大阪のような例外

はあったが北郎Jlli:ii:のものが多少大きい怖をおした。 Table 1, 2 Iと不したのはぬか目と俗1かされる試験

)-'，を除いたものでああがp ぬか日材につし、て'CU恒した結果を参考までに Table 3 Iて示したっ全体的 lご比

lをも小さく， 従ってせ|抜tl王抗も jE":f\t~ Iと比べ 60~8096 の低い{宜を方、した。なおアカガシは釘が曲って入

らないくらい余りにも凶く， h1ふみ長さ 30mm の仮河市，まさ II 日!とついての試験はで矢なかった。
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純日1 Rang巴

ユ1z r~j Aver且g巴

上七 本 Ratio 

結 1m R旦nge

平均 Average

比，，~ Ratio 

総 IIEl Range 

平均 Average

上じ 率 Ratio 

注〕 比率は Table 2 との比車交係数
Note) Ratio is compared with the value showed in Table 2. 

Table 3. (つづき) (Continu巴d)

樹 Species 稿

まさ日 jljj
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(1) 打込み尽さと 51 長き抵抗

主了の打込み長さと日 1 t反き J民十えとの l泊{系 J土槌 10 らがたてた実験式2) p=二 305 G1.81.doZ(kgjcm) (P 釘の

iJ I}友き抵抗， Z: 釘の打込み長さヲ d: 釘の汽f三 C 気j平l:H~ ljl) 並びに7 ジゾン{;十;JiÎ'~研究所の試験結果に

基っき iく~OLLMANN がたてた実験式3) P=ピG 25l.d (c' :系数A， F.P. しによれば 485 ， G: 木材の乾lt

主， 1: iむの J 「ち jさみ長さヲ d: 釘の問符)などによ「ても I七例的とな <J ている。すなわち j単位長計りほfJc

!ri~ は!日]じであると考えられているの今 liDの実験で釘の打込みJミさが 30mm と 20 mm  0)渇介の i]j.VZき抵

抗を求めたが， Fig. 1 !ごみるごとく若干の仰げれまあるがブナ，?カンパ，ケヤキ，ヤチダモにおいてはほ

とんど差がなかったの だだミズナラの立さ日而の低抗院でラ 20mm のJ-b\{:"\';b; 30 mm に比べて若干大今

い f[~Iを示したc アカ力、、シ lとっし、ては水口 1(11ーのみの比較であるが 20mm のカが 30mm:こ比べて大であ

った c これは対が余りにも硬く 80mm の邸内は主j が内勺て 1-分入って 1むかなかった芦めと考えられるつ

(2 ) 打込み而の宍!とよる~I Jlz きほ仇の比較

níi，んだ Iffl による jをは Table 2 にみるど Jーく版併?としてはまさ同出iの 1!古がおi 11 rrrÎ!こ比べてノピきかっ

た。これは主l~jMo)場合引と逆となった。本 Lrillîについては収日「九 まさ|ニl"l仰と ltベお，t. ;ご 60…7096の依

となった。ただアカカ、ジについては打込みよーさ 20mm についての結-*であるが， 3 I白i ともほとんど設が

ない結果を示した。 とればミクロ|刊に結H:H 制胞の目.~T耐を木口ブ'Tlr1J7う=ら~，J" tこ igfT， その和llH臼怪!苧 (W) と

Tab!e 4, 主了の 1) [j友さ{日;，c (収 Icl 表と 1反 11哀との比較〕

Nail withclrawa! resistance (Comparison between bark sicle and pith sicle 

of tani~cntial scction) 

制 F!1 
l妓 R 去|

Bark side o[ 
tangential section 

出j l 子均イi自
(kg) I M巴an

JH主 ;J..，: Obihiro 76 ， 0へ 12ヌ， CJ 100.6 

札幌 Sapporo 77. O~. J ;'6. 96. d 

青森 Aomori 73 恥 109.0 i 

名占l~i. Nagoya 63. B.~ 107.2 89 目 9

均 Averag巴

Growing clistrict 

浮? 地
板

Pith 
tangential 

日1'i
(kg) 

74，。へノ 136.4

97 0...1:13 5 I 

88.0--122.0 

81. 。へ.j] 5. (j 

Spcci巴尽

ミズナラ

Quercus crisβula BLUME 

ブナ

Fap:us crenata BUJME 

66. 2.~ 129. 

むの 4~.106. 

61.0.- 日 1.

5�. .1ヘノ 108.0

9S. 8.-~1 三9 ，。

j主) j丁込み深さ 20mm

Note) Length of nail 品目ved: 20mm 
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Drived s巴ctionSpecies 

ミズすラ

Quercus cγispula BLUME 

陥H
S
5
t削
除
問
同
社(
N
)
(三
凶
均
4
4
)
(
ι
/
忌
)

36 , 0 

22 , 0 

9唱 6

19.4 

1.4 

Table 5, 気乾治:積重と glJ反き抵抗との相関関係

Correlation of speci五c gr且vityin air dried and nail withdrawal r巴sistanc巴

! 凶帰式の有意 tj， ーや誤差 !誤差率 l REgr制on 相関係数.寺与率主定値の椋 i i 定 数|

• Standard .、 J_ -1 - coe伍ci巴nt r"  11--l1AJ ~/!'J-~^ : Contri恥
Signi五cance of regτ己ssion 日rror of Error 十一 Correlation ~VU""~i';，n 

叩討ioな (で2;fd lperm回ge i a b c崎町t 向…

1176|!2 併 I 133.9ネ 39 ， 8 0.27 7.3 

1i79j  ll 己 i-1222j O44 

13.3 13.9 87.6 30 , 4 0.24 

15.3 11.8 1211 門ーヲ 7! 0 , 54 

18 , 9 13. 3 I 306 , 6料 -59. ヲ|

14.4 151. 5料 -10.1 i 

10.4 ! 217.S料 -ó ~) 心 L， 1 i. フ一!. ,) 

lJ.O ! 254.6*ネ

11821  

板国 1m I 

Tangential section I 
まさ白百i
Radial section 
木口面
Cross section 

Tang印刷吋一一gni泊…a1:1τ七7一 1市まさ日面 白
Radial section 

木口 Ei , 
Cross section 

|絞 ロ 再~. 危検率 1%で有志
ヤチダモ I Tangential sect則1 I S叩lifìca恥e level 1 percent 

i まさ白百 l
Fraxi仰s excelsissima R呂di~l s;;tic:r� 

1\..OIDZ，木門市 j

Cross section 
板 日 間| 危険率 59óで有怠

Tangential section I Signifìca田e level 5 per回nt
まさ自国|
R乱dial sectic日|
木 口 百| 危険率 1%で有志

一一 Croli_s_"ec_ti_(l_n ~_I Sig_l_lÌ_fìcance 均ellpercent
板目両 i

Tanε己ntial section i 

まさ呂田 i
R呂dial section 

i 木口行11
Cross sεction 一一一

ぜ 13 百一丁一一吉商事了芳守有Jな l 
Tangential section I Signi五ca紅巴 level 1 percent 
まさ日面
Radial section 
木口面 l
Cross s己 ction

19.4 

0 , 60 

0, 48 

0宅 48

O. 47 

0, 3 1 

-37.6 

-8 , 5 133 , 4 

12. ヲ

15 , 5 

18.7 

15.8 

ブナ

Fagus cre月ata BLUME 

-6.8 0.31 

51.5 0 , 12 

12.3 100.6 0 , 02 0 

152.8*ネ 17.4 0.56 31.4 

189.7** 20.5 0.68 

加川 -183 ， 4 0.75 56 , 3 

10. :2 

O. 44 

0.32 

-66.0 

-36.8 

334.3* 

3 :13 , 

8, f, 

10.8 

15.2 

20.4 
マカンノf

Betula 丹illOensìs KOIDZ. 

4守. :1 

9. 6 

O. 70 -2ヲO. 1 547，守**

270. iつ

18:1.8 

10.6 

24.8 

8.5 

15.1 

13.5 

12 , 4 

ケヤキ

Zelkowa serrata MAKINO 

12，ヲ

1:1, 1 

アカヵーシ

Quercus acuta THUNB. 

l
H
H
ω
i
 

46.2 

ノ/
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内控(ノレーメンB のとの関係で他の粘i極においては 2W<r であるのに対し， アカガシでは 2W>r と

細胞蛍l手が極めて大きいことによるものと考えられる。日本;産広葉樹のうちでとのように組織とアカガシ

lζ獄似したものにシラカシヲ ヒメシャラヲノイスノキなどがあるといわれている。

(3 ) 板目表と板自主さとの関係

板目面化íiTを打ち込むにあたって木表号:キ:]_fの川西から打ち込んだj劫企の引抜き抵抗のだを検討した。

この場合の釘の打込み長さは 20mm としたの Table4 tとその結よ誌を示す。ミズナラ 3 ブナ，ケヤヰヲア

カガシでは板 iヨ裳より打込んだ債のゴiが板目表よりの値によ七ベて大きく，ヤチタモ，マカンパでは逆の傾

向を示した。これらの結果よりあi程によって異なるが，針葉樹の;場合と同様余り衆嬰ーはないといえる。

2) 引抜き抵抗値と供試材の気乾容積重，年輪密度との関係

品j積，産JÚlが同じでも釘のりは女き抵抗値のばらつきは余りにも大であるので，比重あるいは年輪密度が

影響すると考えられるが，ここでは簡略化のため両荷のうちでも比較的大きく影響するのは比支であると

考え， これと引抜き抗抗との相関を検討してみた。それで一応次式の YニaX+b の中間帰式をたてた。

ζ の場合， Y: 釘の百 1 1'友き主主抗 (kg!cm入 X: 容;fj'i'立 (g!crnりである。各枯j，俸について産地込みで~J の

わ込みHü別 lと相関係数多!万i帰式の F 検定， 1if~定イ症の誤差率などを Table 5 (こ子]えした。 これらの結果 F

検従で危険率 15ちで千]，立なものはミズブラのまさ呂，フナ，ヤチダモの板目'7カンパの木口およびアカ

ガシであ寸たがp とれと X と Y の相関係絞が 0， 7 以上を示したのはマカンパの木「じ アカガシの木 iコ

のみで他はほとんど問題にならない低い他であった。また変数lと勾一輪 1ìïlîを合めた耳01回帰式を悲11E し検討し

たら，童相関係数が 0， 7 あるいは 0， 8 以 I を示すものは多くなるが，それにしても両f'í{合せての寄与ネが

60960上となるのは名古l急大阪のブナ以外にはなかった。以とのととより粘論として同 A樹種内の引技

き抵抗lと影響する因子』として符清志はさ当然3言えられるが，その合与率は良くて 40労程度であった。

摘要

本*1)産広葉樹 6 fj&穂について釘の引抜き試験を行なった。

(1 ) 引抜き抵抗を樹積別l己比較した場合.今i 口1 試験した広葉樹の中ではアカガシが設も布く， ミズブ

ラ，ブナ，ヤチダモが低く，マカンノ'\'，ケヤキが中程度であった。

(2) nの打込み長さを 20mm と 30mm に分けた場合， Wfな長当り引抜き抵抗は針葉樹の場f?と異

なり，そのたはおよそなかった。

(3) 打込み而を分けた場合2 針葉樹のときとは反対にまさ円面の似が板日間iより少し大きか「た針。

そして木 1-1 r(ü は rìíJ 2 者の約 60~"70あの偵を示した。とれは針葉樹の場合の 50~64タb (，乙比べいくぶん木 1-1

iliîの引抜き jJIjJj;が仰のillHζ比べ広葉樹の滋合l立大といえる。

(4) 釘の引法き抵抗値は同一樹稜内でもかなりの箱聞にばらついたので， TI積重と引抜き低jえとの相

関関係をき察したが ~'~j5を除いて余りにも低い寄与ネ与を示した。
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